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遊びをとおして園児たちを知リ、元気です

(南部保育園長)

元気ですなおな子に・

上田市の玄関口「うえだ駅」の南、駅に接するように建てられた赤い屋根の園舎、

こが 110余名の園児が生活する南部保育園です。

昭和42年に開園して10年余、今年は、手狭になった リズム室のとなりに新しい リズム

室が建てられることになり、園児たちと共に 1日も早い完成を待ち望んでいます。

駅の近くですが、南へ 100m も行けば、千曲川 カ、あり、周りには空地や農地もあり、

わりあい静かな環境です。

保母も砂場や空地 で園児たちと共に遊び、

なおな子に育てようと毎日努力しています。

花
組
フ
ェ
ン
ス
・
・
・
グ
診
り
て
し

f

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す

2

市民の動き主 な内容

( 8月 1日現イ十 )しいのみ園、 養護学校・・・・・・・・・・・・ 2 ・3ページ待望の二施設を建設、

( +119) 108，646人総:人口下水道で快適な生活.........・・・・ー・ ....................................4ページ

(+ 62) 52，921人男礼寓様塩田 城 跡 、 国 分 寺 史跡 公園をご視察…ー・……ー・…・・・ 5ページ

(+ 57) 

8) 世帯数 31，705世帯(+

() 内は前月比です。

55，725人女
婦人アイデア教室受講生を募集・・・・・・ー・・・・・・・・・・・ ..................6ページ

観戦しよう、国体 リノ、ーサル大会(テニス) … …………… アページ

-・・・ 8ページ音[Si容の歴史②・..
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一
品
巴

~ー て 司、鴫噌附てみ も

起工式て・クワ入れをする石井市長(左)

と村上会長

入園予定者も起工式に参加クワ 入 れを行 う

奇襲善治

県
下
初
の

重
度
身
体
障
害
者

授
産
施
設

来
年
四
月
に
開
園

中之条に着工
ノ対象 に、「上田養護 学校」は 、小学生

から高校生までを対象に 、 それぞれ

弱い立 場にある 人 たちが、共同で作

業や勉 強をすることカ、ら 、生き が L、

を高め、 生活に明るさと夢が持 て る

施設 にと 地域の皆さんのご協力を得

て、 また、入園 、 入校を希望する皆

さんの願いが込 め られて 、二 つ の施

設が姿 を現し つ つあります。

上
小
地
区

の
身
体
の
不
自
由

な
皆
さ

ん
の
働
く
施
設
を
と
四
年
前
か

ら
計
酬

を
進
め

て
き
た
、
示
度
身
体
障
害
者
収

谷
綬
産
地
設

「
し
い

の
み

凶
」
は
、
八

月
卜
九
日

に
起
正
式
を
行
い
、
米
年
三

月
完
成
を
回
折
し

て
ぷ

[
し
ま
し
た
。

こ
の

ー
し
い

の
み
凶
」
は、

社
会
制

祉
法
人

円
し

い
の
み
会
」

(
会
長
村
上

和
夫
さ
ん

)
と
上
田
市
、
小
県
郎
ド

の

町
村
が
協
力
し

て
建
設
、

し

い
の
み
会

か
巡
常
し
ま
す

出
世
設
地
は
、
国
が
女
子
矯

-d
施
設

と

下 と

人 を y

よ
る
共
同
作
業
を
と
お
し
て
、
働
く
こ

と
に
生
き
が
い
を
持

っ
て
も
ら
う
と
と

ちの

L、ま

し
て
使

っ
て

い
た
、
中
之
条
地
絡

め

l

出
川
修
京
」
跡
地

て、

同
か
ら
鈍
…
伯
で

山川リ
建
設
し
ま
す
。

総
工
事
代
は、

約
二
億

二
下
万
円
で

こ
の
う
ち

l
出
市
が
凹
下
万
円
、
小
県

郎
ド

の
町
村
が
-
下
万
円
、
自
転
出平
振

興
会

(
民
間
団
体

)
か
ら
約

一
億
三

T

万
円

の
補
助
を
受
け
、
し
い

の
み

会
が

約
三
了
ぃハ
行
万
円

の
的
人
れ
を
行

っ
て

ま
か
も
い
ま
す

U

約
三
下
凶
行
千
万
い
川
(
約

一
千
坪
)

の
敷
地

へ
、
約

一
下
ムハ

行
千
万
い
川
(
約

凶
行
八
|
坪
)
の

鉄
骨
耐
火
情
造

の
・巾ド

一除
を
往
設
、
一
-級
以
ト

の
正中

庭
身
体
陀

宙
一U

蓄
を
収
谷
、
は慨
〈
簡
易
弘
子
作
業
に

せ
る
な
ど
、
現
在
段
高
の
設
備
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

旧;青修寮の建物が取 η壊され、整地された「しいのみ園」

建設地(中之条)

一

行
方
不
明
人

一

相
談
所
を
開
設

一

件
一
引
で
は
、

九
川

一
日
か
ら
一
二
十

一
日
ま
て
、

「
行
万
不
明
の
人
を
叫
す

一

一
相
北刷
所
し
を
次
に
よ
リ
附
設
し
ま
す

一

身
近
な
人
ず
病
気
な
ど
て
家
山山
し

J

一
た

E

即日白
山
が
る
い
の
に
家
出
し
た

一
〈、

円
H
J
Iレ
H

ヲ
ド

〉
ピ
、

1
2

ゅ

=
上
L

H
JI

i
，
Z
I
元
f
f
a
L

E
手
r

-
の
お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
で
、
ご
心
配

一一

一
の
万
は
ご
相
談
く
た
さ
い
u

中

一

〈
県
警
察
本
部
〉

一

一

九
月

一
日
州
か
ら
三
十
日
掛
ま
で

一

一
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

(
た
だ
し

日

土
曜
日
は
正
午
ま
で

日
曜
日
口
、
祝

一

日
お
よ
び
二
日
閥
、
五
日
川
、
六
日

一

ω
九
臼
闘
は
除
く

)
ま
て
、
県
庁

一

九
階
同
本
部
鑑
識
謀

(
宮
長
野
@

一司

二
五

一
内
線
二
三
六
三
)

上田市長選挙

10月23日(日)

10月13日射選挙告示
10月14日樹立候補届出締切り

10月23日(臼)投票日 記号式 )
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岩下と
社会的に弱 L、立場にある 人たちの

施設が、市内に二つ建設され ていま

す。

来年四月の開所を目指す 、重度身

体障害者収容授産施設「し いのみ園」

(仮称)が中之条に 、54年 4月開校

予定の県立「上回養護 学校 J (仮称)

が岩下地籍 に、っち音も高 〈着々と

工 事 が進行しています。

「しいのみ圏」は、 18歳以上の人を y

ゆ
也
設
地
は
、
国
が
女

r矯
正
施
設
と

よ
る
共
同
作
業
を
と
お
し
て
、
働
く
こ

と
に
生
き
か
い
を
持
っ
て
も
ら
う
と
と

も
に
、
身
体
の
不
自
由
な
人
同
士
い
か
励

ま
し
合
い
る
が
ら
明
る
い
生
活
と
夢
が

持
て
る
施
設
と
し
て
い
き
ま
す
。

設
備
な
ど
は
、
身
体
の
不
自
由
な
人

が
使
い
や
す
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
、
ロ

ー
カ
は
車
い
す
が
楽
に
す
れ
違
い
で
き

る
よ
う
に
三
灯
幅
と
し
、
床
暖
房
を
取

り
入
れ
、
事
故
な
ど
を
未
然
に
防
止
で

き
る
よ
う
各
室
に
イ
ン
タ
ー
ホ

|

ン
テ

レ
ヒ
を
備
え
、
ト
イ
レ
は
身
体
障
害
者

用
ト
イ
レ
と
し
、
車
い
す
で
も
用
が
た

l
辛
F

広
い
敷
地
で

の
び
の
び
学
ぶ

養
護
学
校
日
年
に
開
校

県
は
、
五
十
四
年
度
か
ら
養
護
学
校

の
義
務
制
が
実
施
さ
れ
る
た
め
、
東
信

地
区
を
対
象
と
し
た
養
護
地
設
の
建
設

を
計
画
し
ま
し
た
。
上
回
市
は
、
岩
下

地
籍
に
二
万
七
千
平
方
余
灯

(
約
八
千

二
百
坪
)
の
般
地
を
確
保
、
積
極
的
に

誘
致
し
、
県
立
「
上
回
養
護
学
校
」
の

建
設
が
決
ま
り
、
七
月
二
十
一
日
、
起

工
式
を
行
い
五
十
四
年
四
月
開
校
を
目

指
し
て
着
工
し
ま
し
た
。

同
校
は
、
総
工
資
約
十
三
億
五
千
万

円
を
費
し
て
、
鉄
骨
耐
火
構
造
平
屋
建

て
の
管
理
小
中
学
部
陳
、
職
業
訓
練
陳

二
階
建
て
の
高
等
部
特
別
教
室
、
寄
宿

舎
、
食
堂
、
屋
内
運
動
場
な
ど
延
べ
七

千
二
百
余
平
方
灯

(
約
二
千
三
百
坪
)

を
五
十
二
年
・
五
十
三
年
度
に
建
設
し

ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
プ
ー

ル
や
屋
外
運

動
場
の
建
設
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
室
は
、
一
一
般
教
室
と
述
い
オ
ー
プ

ン
教
室
方
式
で
、
職
能
教
室
を
重
点
に

行
い
、
社
会
へ
の
順
応
性
を
高
め
る
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

生
徒
は
、
東
信
地
区
の
小
・
中
・
高

等
学
校
の
適
齢
者
を
対
象
に
、
小
学
部

六
十
名
、
中
・
高
等
学
部
各
三
十
名
の

〆L
W

一
E
ι
ι
s
h
E
J

a噌
v
p
b
F
P

害
者
を
収
谷
、
極
く
簡
易
な
手
作
業
に

せ
る
な
ど
、
現
在
最
高
の
設
備
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

入
所
で
き
る
人
数
は
丘
卜
取
れ
で
、
ト

八
歳
か
ら
六
十
歳
く
ら
い
ま
で
の

三
級

以
上
の
障
害
の
人
た
ち
で
、
主
と
し
て

上
田
市
か
小
県
郡
下
に
住
ん
で
い
る
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
上
小

地
区
で
約
百
名
の
対
象
者
が
お
り
、
全

員
収
谷
で
き
な
い
の
が
悩
み
で
す
が
、

長
度
身
体
障
害
者
の
段
産
地
設
と
し
て

は
、
県
下
で
初
め
て
で
あ
リ
、
各
ト
刀
両

か
ら
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

計
百
二
十
名
を
収
谷
し
、
全
資
制
で
、

職
員
と
の
ふ
れ
あ
い
を
高
め
な
か
ら、

日
常
生
活
の
指
導
を
衝
に
し
て
、
独
ぃ
げ
一

心
を
益

っ
て
行
き
ま
す
。

民
党
議
学
校
(
特
務
)
は
、
す
で
に
北
信

南
信
、
中
信
の
三
か
所
に
雄
投
さ
れ
て

い
て
、
今
回
の
上
回
盤
投
学
校
の
建
設

に
よ
リ
、
同
町
下
各
地
の
対
象
者
が
も
う

ら
で
き
る
と
と
も
に
、
五
十
四
年
度
か

ら
義
務
づ
け
ら
れ
る
特
殊
教
育
の
充
実

が
図
ら
れ
ま
す
。

ロヒ甲

一

ト
巾
勤
労
背
少
年
ホ
|
ム

て
は

一
卜
・h
歳
ま
で
の
K
M
H
を
付
象
に
料

m

一
教
京
(
卜
月
1
二一
月

)
の

中
佐
を
ふ

一
集
し
ま
す
。
希
望
刊
は
、
必
す
さ
m

一
し
て
申
込
ん
で
く
た
さ
い

一
コ

l
ス
・
開
講
時
間

l
J
m週
月
附
コ

一

l
ス
、
午
後
六
時
か
ら

一
定
員
・
受
講
料
M
H
二
ト
ド
札
名
、

-
「

一

九

行
円

て
ハ
か
月
分
)

…
締
切
り
H
H
九
月
二
卜
H
仰
一
れ
ん
た
し

一
定
い
れ
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す

一

一

問

合

せ

1
上
州
市
勤
労

一

ー

ム

{
宮
⑫
七
-
-
じ

料
理
教
室

生
徒
募
集

一

市

戦

没

者

…

一

追

悼

式

…

一

九

月

六

日

ω
…

一

丘

ト

二
年
上
閉
山
戦
没
計
心
悼
式
一

了
乞
次
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、
市
民
一

一
の
皆
さ
ん
大
勢
参
加
し
て
く
た
き
い
よ

…

と

き

l
九
月
六
日

ω午
前
十
時
一
-
一

一

十

分

か

ら

(
十
時
二
十
分
ま
で
に
一

一

ご

ぷ

席

く
だ
さ
い
)

一

…
と
ニ
ろ

1
上
田
市
民
会
館
大
ホ
|
ル
一
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水
道
で

快
適
な
生

下
第
げ
回
全
国
下
水
道
促
進
デ
l

毎

H
の
中
間
を
衛
生
的
て
快
適
な
環

境
に
し
、
ま
た
、
州
は
か
な
自
然
を
{
寸
る

た
め
、
四
卜
二
年
に
公
共
下
水
道
事
業

に
や
相
手
し
て
か
ら
十
年
、
下
水
道
が
使

用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
五
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。

現
夜
、
市
街
地
の
中
央
百
五
十
四

ヘ

ク
タ
ー
ル
、
四
千
余
戸
が
使
用
可
能
と

な
り
、
昼
間
約
二
万
八
千
人
、
夜
間
約

えつー第 750号 (虫採鋭鎚耳)一一一広報

進
む
下
水
道
管
理
設
工
事

一
万
二
「
人
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
、
快

適
な
生
活
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
は
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
す
。

こ
の
た
め
市
で
は
、
計
画
区
域
を
拡

張
し
、
務
備
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
流
入
汚
水
の
増
加
に
対
処
す
る

た
め
、
終
未
処
理
場
も
一
系
列
の
完
成

に
続
い
て
二
系
列
の
建
設
に
着
手
し
、

一
日
二
万
四
千
ト
ン
の
処
理
能
力
と
す

る
予
定
で
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

多
額
の
事
業
費
を
投
じ
て
使
用
可
能
と

な

っ
た
下
水
道
施
設
も
、
利
用
し
て
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
河
川
の
汚
水
防
止
な

ど
快
適
な
環
境
づ
く
り
の
効
果
が
得
ら

れ
ま
せ
ん
。

使
用
可
能
地
域
は

一
日
も
早
く
水
洗
化
を

ト
イ
レ
、
勝
手
、
風
呂
場
の
排
水
は

市
が
設
置
し
た
「
汚
水
ま
す
」
ま
で
、

皆
さ
ん
が
排
水
設
備
指
定
工
事
屈
に
依

頼
し
て
工
事
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

現
在
、
下
水
道
が
利
用
で
き
る
区
域

で
、
ま
だ
、
水
洗
化
工
事
が
済
ん
で
い

4
い
家
庭
、
事
業
所
が
あ
リ
ま
す
が
、

ド
水
道
の
供
用
開
始
か
ら
、
維
排
水
は

~
ハ
か
バ
以
内
、
汲
み
取
り
ト
イ
レ
は
三

年
以
内
に
水
洗
化
し
な
け
れ
ば
な
リ
ま

せ
ん
。

中
小
洗
化
が
遅
れ
る
と
、
溝
へ
流
し
た

山
水
に
よ
リ
、
カ
や
ハ
エ
が
発
生
す
る

な
ど
、
す
で
に
水
洗
化
さ
れ
た
皆
さ

ん

に
迷
必
を
か
け
る
こ
と
に
も
な
リ
ま
す

の
で
、
一
日
も
早
く
水
洗
化
工
事
を
さ

れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

水
洗
化
資
金

二
十
万
円
を
融
資

水
洗
化
工
事
に
必
要
る
資
金
と
し
て

各
自
治
会
の
積
立
組
合
に
加
入
し
て
い

る
皆
さ
ん
は
、
二
十
万
円
ま
で
融
資
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

返
済
は
、
四
十
八
か
月
の
均
等
償
還

で、

利
率
は
、
本
人
負
担
四

・
七

五

%

(
年
利
)
で
す
の
で
、
ご
利
用
を
お
進

め
し
ま
す
。

申
込
み
は
、
自
治
会
の
積
立
組
合

へ

お
願
い
し
ま
す
。

水
洗
化
工
事
は

指
定
工
事
応
へ

水
洗
化
工
事
は
、
市
が
指
定
し
た
「指

定
工
事
庖
」
で
な
い
と
工
事
は
で
き
ま

せ
ん
。指

定
工
事
庖
へ
依
頼
す
る
と
、
設
計

見
積
や
市
へ
の
諸
手
続
き
な
ど
を
い
っ

さ
い
代
行
し
、
責
任
あ
る
工
事
を
行
い

ま
す
。

工
事
が
終
る
と
精
算
書
と
と
も
に
完

ド
成
屈
が
ト
巾
に
侵
出
さ
れ
、
市
い
か
境
場
検

食
を
し
て
使
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

下
水
道
の
相
談
は

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

下
水
道
に
つ
い
て
の
ご
相
談
、
お
問

A
n
せ
は
、
ど
ん
る
こ
と
て
も
お
公
併
に

鐙
設
部
下
水
道
課

へ
ど
う
ぞ
(
宮
@
州

一
O
O
内
線
三
五
七

)

現
地
へ
伺

っ
た
り
、
相
手
万
や
第
三

者
と
相
談
し
解
決
に
努
め
ま
す
。

または滞

もらい、

委民会へ

用紙か1111

できますe

帳、戦(話

rlt-.グ〉防

カ'{l'むの



でな
い
家
庭
、
事
業
所
か
あ
り
ま
す
が

ー第だ一一(鵬首話路昂 第 750号、

礼 宮様塩田城跡、と

国分寺史跡公園をこの視察

え

進
む
下
水
道
管
埋
設
工
事

8月19日、軽井沢へ避暑においでの礼五f機

が 、塩田城跡 と信機国分寺史跡公園をご視祭

さオLました 。

塩田城跡では、こ、自分で竹へラを使 って

「ふいご」の一部 を掘り出 され、ご自分てお

持ちになリ記者団に示されるなど考古学にか

なり深い感心を 示さ れていました 。

一(5)一一一一昭和52if'9月 1日 広報 つ

る国

礼介
宮寺
様 史
(中)跡
、公 ι

左園
カ〈 て'

石 ご
井説 ‘
市明
長を

国 • 
..x.. 
(t誕

工
事
が
終
る
と
精
算
書
と
と
も
に
完

ご
自
介
で
掘
り
だ
さ
れ
た
ふ
い
ご
の
一
部
を

記
者
団
に
示
さ
れ
る
礼
宮
様

事故に注意して j 

ドライバーに安全運転を呼びかけ : 

8月11日、おリか らの帰省客の車で混雑 する国道18号線 : 

沿いの国分寺史跡 公園入口で「交通事故をおこさないで J : 

と上回答察署、交

通安全協会、市の . 

職 員が風船やチラ ・

シをドライノ〈ーに

くは り、交通安全

を日乎びカ‘けました。

選挙の知識

その⑨
輸
投票の方法②

不在者投票

選挙の当日、やむを得ない用事のため、投票所

で投票できない人は、投票 日前 (告示の日から投

票の前日まで)に選挙管理委員会が指定した場所

で投票することができます。

また、出かせぎや諸用務で、遠方にある期間滞

在 し て い る 場 合 は 、 滞 在地 の市町村で投票するニ

とができます。

投票の万法は次のとおりていす。大切な一票が

むだにならないよう必要に応じて利用しましょっ。

l 名簿のある市町村で行う場合は、入場券と印

鑑を持参して選挙管理委員会で投票してくだ

さし、。

遠方の市町村で行う場合は、直接、または滞

街地の選挙管理委員会で請求用紙をも らい、

自分の名簿がある市町村の選挙管理委員会へ

郵送で投票用紙を請求します。投票用紙カ、届

くと滞イ1ごI也の選挙管理委員会で投票てきま寸

郵便 によ る不 在者 投票 は、 身障 者手 帳、附

病者手帳があリ、寝たきリなど 2級以上J)f'i

きで.J'1Z票所に行くことができない人か功名f

まま郵便により投票できます。

グラッときたら・・・.
地震への備えを万全にしよう

③ 

屋内の整理と点検

地震カ、発生すると、その

ぷ動によ 1)、家具が倒tした

リ、家具やたなの 1--に来せ

た物が活ち危険です。 日頃

から次のことに注立して、

幣用、点検をしておきまし

ょっ 。

(1)家具の点検(JI_き)j)

タンス、机、木だななどは、柱や壁に回定するなどくふ

うして倒れないようにしておきましょう。

(2)孫下物の守再開・点検

家具や たならどの 1--に、花びん、アイロンなど弔;ぃ物を

乗せておくと、{{<，ちた場合非常に危険ですので、向い所に

は来せないように心ヵ、け、来せる場合は j奈ちないようにし

ましょ J

(3)寝る場所の点検

家具グ)'J Iき出しカ‘飛び出したリ、聞き式のJRヵ、聞いて中
の物が泌わたりして危険ですので、老人、幼児、病人など
のむる場所は、ニ Hらの危険をじゅう λ、ん A号 J.I~l して、安全

な土易同庁主:i'Eひま[ ょう
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側 二一ニー」一ー盟主F
i2'llUQlJ*l* I La'I'V.l発i別研究会

i曜日初歩(l':Ji1竺竺!企.1，藤会長
iilS'ii¥'生活合制l1nため

酬に7竺竺堅 主
同生活のc;、う体験発表|日附明学絞見学

日 I~ 日 7 イテ?の発表 | 一一一一一一-
f丙 玩主幼から |長野県発明制限会

日脱出 特.1干法とは !附H'i'J's.1小池副会長

五 1oi1iの(，;，7側発表!日附!発明'学校見"/:I 
日制アイデアの発表 ~~. . .二二 | とに をし、く デ家が
て寸十一一 l卜朋商子盃丞瓦一一寸午 日 ご 開た に ア 庭 大 こ

iii日 腕組 生活 | 土屋専務理事 |後 、き参講だはをのきの
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日 B~ 日 アイ テ?の発表 | |ま日月だすめ す 、 な 思 に

前 | 私のアイテアと発明~l l 松本日略発明ザ校 |で曜かさの 、れ生こわは

日曜日|体験談) 民r.J型l~ ~ I ~、 日 らいてい婦ば柄とれ

石 生駒〈ふう{本験発表I1'1 RJ.!!o!' HH '.'~， .. " bJ ."j: I左のの 。 、人良をのま家
刊門 ヲ |日日記発明学校見'"f:I表午毎 皆アいくなす庭
目端日 7イテアの発表 I . ~ 1::: 
制 定図的にみた婦人発|社団法人発明学会 | 後月 さイかふか 1 
J門主 I '~~ '~~~~ _:I_;;'X.;._hf: I 一第 んデをうかそ人
日曜日明家と今後の問題点| 鎌田事務局長 |
日咽 μ 明 一 "__"'N"->~' 1 時 一 お アザ:しらこ

第2 I生活切C;う体験発表|日 目指発明学校見学 | か日 気教んてアで役
目耐日 1.7イテアの発表 ら曜 軽率で行イ 、書IJ
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お知らせ

え

長
野
県
発
明
研
究
会
で
は
、
創
立
十

五
周
年
の
記
念
行
事
の

一
つ
と
し
て
、

報

婦

人

ア

イ

デ

ア
教
主
を
開
講
し
ま
す
。

広

現

庄

、
有
資
源
時
代
と
い

わ
れ
、

物
資
、

一
資
源
め
節
約
、

家
庭
生
活
の
合
理

化
を

一
図
る
こ
と
に
よ
る
調
和

の
と
れ
た
生
活

却
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

田川
H
H
M

U
便議和

3
昭
第号A

り描
伊 つ

! 親善訪問で上田市を訪れた、アメリカ ア
!リゾナ州フェニツクス市の人たち 12名が 8 
1月11日市長を表敬訪問、市長と歓談されま し
:t.こ。〔写真は、石井市長(左)と握手するウィル
:フレ ッ ド・ウオールドロ ン団長(右))

で
刷
協
し
ま
す
日
全
国
各
地
か
ら
役
員

選
手
約

T
凶
向
名
が
参
加
、
参
加
選
予

の
数
は

、
米
年
の
同
体
を
は
る
か
に
上

ま
わ
り
ま
す

ω

と
こ
ろ

l
働
く
財
人

の
家
一
人
什
川
け
令

南

)

受
講
料

l
年
二
下
川
F

旬
月

の
発
州
通

信
代
を
含
む

)

募
集
人
員
・
受
付
期
限

1
四
イ
名
、
十

月
八
日

ω
(定
員
に
な
リ
次
第
締
め

切
り
ま
す

)

申
込
場
所
・
お
閉
会
せ

1
商
工
部
商
T
L

謀
~
商
工
係

(
宮
@
四

一
O
O
内
線
三

O
三
有
線
②

O
七
四

二

社
団
法
人
発
明
学
会
長
野
県
支
部

長
野
県
発
明
研
究
会

(
木
藤
万
)〔

宮

@
三

O
五
三

)

「
あ
ら
た
の
子
供
さ
ん
に
、
虫
簡
は

あ
り
ま
せ
ん
か

・
:
・
」

大
切
な
チ
供
の
歯
を
虫
歯
に
し
な
い

た
め
に
、
上
回
保
健
所
で
歯
科
衛
生
士

に
よ
る
「
歯
の
相
談
」
を
次
に
よ
リ
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
お
れ
軽

に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

と

き

1
九
月
か
ら
毎
月
第
二
、
第
四

月
曜
日
、
午
後

一
時
か
ら
同
三
時
三

十
分
ま
で
。

と
こ
ろ

l
上
回
保
健
所
(
合
同
庁
舎
内
)

相
談
内
容

l
歯
ブ
ラ
シ
の
使
い
打
。
妊

産
婦

の
歯

の
健
康
に
つ
い
て
。

虫
歯

を
防
ぐ
オ
ヤ
ツ
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る

歯

の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

汁
結
こ

め
て
作
ら
れ
た
花
が
し
〈
会
場
に

美
し
く
飾
ら
れ
る
こ
と
に
主

っ
て

い
ま

す
'

市
民

の
皆
さ

ん
大
勢

の
こ
観
戦
を
お

お
問
合
せ

1
1
附
保
他
所

一
告
の

J

ハ
O
)

旧
市
人
関
係
の
併
さ
ん
、
恩
給
法

の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
次

に

該
当
す
る
皆
さ
ん
は
、

山
役
所

一
階
制

祉
が
務
所
社
会
謀
社
会
係
で
中
目
に
子

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
恩
給
法
の
改
正
〉
(八
月

一
日
地
行

)

1
、
傷
病
者
泣
放
特
別
年
金
の
支
給
範

聞
の
拡
大
。

伽
病
年
金
、
特
例
傷
病
患
給
受
給

者
い
か
昭
和
二
十
九
年
四
月

一
日
以
降

に
公
務
俗
病
以
外
で
病
死
し
、
そ

の

遺
族
の
万
が
扶
助
料
な
ど
を
受
け

て

い
な
い
場
合
支
給
さ
れ
ま
す
。

傷
病
年
金
、
特
例
似
病

(特
項

i

第

一
款
症
)
の
場
合
、
年
制
十
二
万

円
。特

例
傷
病
恩
給

(第
二
款
症

i
第

五
款
鋭

)
の
場
合
、
年
制
九
万
円
。

2
、
公
務
倒
係
扶
助
料
の
支
給
条
件

の

緩
和
。

川
前
人
な
ど
の
子
供
き
ん
で
、
身

体
障
害
者
の
人
が
、
結
婚
し
て
も
生

活
資
が
得
ら
れ
な
い
場
合
支
給
さ
れ

ま
す
。

3
、
後
護
法
に
よ
る
障
心
札
口
年
金
受
給
者

に
例
給
さ
れ
る
普
通
思
給
の
改
銭
円

傷
病
思
給
受
給
者
と
同
様

の
特
例

措
置
か
受
け
ら
れ
ま
す
。

I まて
し-， J:1 

イJ よ サ 家

.Q、オ イ の
告書 ロ
l二」 さ

な のん
勺 引
f.:. ~ft. 次

ルの
寸ナ j、ニ
イ 然、と
ロ に を

jl}j ，j' 

はき J

4
、
円
必
政
必
以

の
抑
制
則
削
の
必
判
H

ル
角

山
u
hリ
K
り
古一

日目

'

.

、

i
t
K
L
4

M
T
J
E
J
l
H
し
た
ん
カ
づ
き
あ

き
海
外
に
仰
向
問
、
ま
た
は
山
開
閉
さ
れ

た
場
へ
い
は
、
こ
の

期
間
を
そ
の

後
の

公
務
以

の
年
令
資
料
期
間
と
し
て
通

算
さ
れ
ま
す
。

5
、
恩
給
外
所
得
に
よ
る
汗
通
思
給

の

一昨
J
川
什
府

批

r

制
の
引
き
卜
け
。

此
H

通
恩
給
年
制
、
行
士
卜
つ一
万
川

以
上
の
場
A
円
、
恩
給
外
所
得
年
舶
が

六
行
十
五
力
門
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

〈お
閉
会
せ
〉

制
祉
事
務
所
社
会
課
社
会
係

(
宮
@

問

一
O
O
内
線
三
七
八
有
線
②

O
八

O

一

)

山
で
は
、
次
に
よ
り

ハ
ー
ト
給
食
以

を
募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は、

胤
朕
杭
い

を
持
参
し
て
市
役
所
三
附
庶
務
課
職
以

係

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

パ
ー
ト
の
期
間
H
H
十
川
か
ら
一

年
間

資
格
・
人
員

1
家
庭
の
主
婦
て
問
卜

h

歳
ま
で
の

人
。

Hh卜
u
h
。

勤
務
場
所

1
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
、
小

学
校
、
保
育
問

勤
務
時
間
H
H
月
曜
日
か

ら
金
時
日

の
午

前
九
時
か
ら
午
後
問
時
ま
て

賃

金

1
~
H
-
一F
--rn
卜
円

お
問
合
せ

1
総
傍
郎
開
務
課
戦
H
H
係

『
含

品
目
守

m門
『

(

U

(
〉
由
門
抽
出
市
-

-
~

・
-

ハ
一
詠
進
の

mmv

l
H
n
卜

一
日
刈
主
て
.

は
しV4
H
消
印
布
均

て

j

〈
あ
て
先
〉

科
J
d
h
μ
州
場

A
H



措 l

置{努
力、病

受 恩
It キ合
り受
iL給
ま者主
すと ，~
。問中

機 c
σ) e 
特 手
{列

お宝
@問
問合言
一せ 1

o 11 
。総 (
内務
線吉li

F自:

て21
L 戦 I

-. f系

~- tt 

を
防
〈
オ
ヤ
ツ
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る

歯
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ハ
詰
川
町
喰
芭
の
剖
間
同
剛
一
v

ー

月

l
-
H川

w
i
て
.
動
山
}
の
場
九
け

は
当
。

H
消
印
有
効
て
i

〈
あ
て
先
〉

〒
川
ぃ
氷
点
都
了
代
川
似
「
代
削
寄

.
u
ゲ
山
内
庁
と
し

て、

ぷ
近
4
4
レ
-
代
い
き

添
ヘ
え
て
く
だ
さ
い

L

〈
お
閉
会
せ
〉

ト山一娘
、

山
内
庁
式
部
職
あ

て
、
ハ
任
所

氏
名
を
μげ
さ
、
一
必
い
い
附
川
W

千

「五
十
川

}

を
は
り
た
封
筒
を
添
え
て
九
川
未

H
ま

で
に
照
会
し
て
く
た
さ
い

農

家

き

A
、
広
の
こ

t
f
守

て
「

サ
イ
ロ

し
の

事
政
を
本
然
に
防
き

ま
し
ょ
・
7
0

ー
、
不
必
要
に
な

J

た
ー
サ
イ
ロ
L

は

倣
壊
す
る
カ

、
ト
し
砂

て
即
め
ま
し
ょ

'''
O
 

2
、
今
後
、
川
悦
則
す
る

T

サ
イ
ロ

」
は

し
よ
う
ぶ
な
ふ
た
を
す
る
か
、
さ
く

を
設
計
し
て
、
日
制
ワ
ラ
な
と
を
充
て

-

ん
し
ま
し
ょ
う
。

付
信
相
、
、
め
て
俳
け
ら
れ
た

花

が
↓
〈
全
同
国
切に

美
し
く
飾
ら
れ
る
こ
と
に
主
勺
て
い
ま

す。
市
民
の
皆
さ
ん
ト
人
勢
の
-
}
観
戦
を
お

ま
ち
し
て
い
ま
す
。

4

剛
聞

肋
唯

I
し
ま
+av

心
主
同
国
h
A
U
陥
杷
九
州

{
m
H
ロ
員

選
手
約

f
山
西
名
が
参
加
.
参
加
選
手

の
数
は
、
米
年
の
国
体
を
は
る
か
に

上

ま
わ
り
ま
す

こ
の
大
会
て
は
、
ト
人
会
巡
常
を
と
お

し
て
、
帥
脱
校
役
υH.

事
例
]
貝
、
補
助
員

な
と
の
集
成
を
行
い
、
国
体
辺
営
に
万

ん
し
を
則
す
べ
く
い
ろ
い
ろ
な
準
備
を
燃

え
ま
す
。

ま
た
、
県
下
初
の
試
み
で
も
あ
る
、

7

7

さ
ん
テ
ニ
ス
の
会
川
に
よ
る
ブ
ラ

カ
|
卜
係
け
左
人
ク
ラ
ブ
述
人
H

会
の

M

N
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
よ
リ
、
存
か
ら

や
ま
び
ニ
同
体
i

の
愛
林

で
米
年

卜
川
川小
ド
作
山
町
村

て
以
肝
凶
体
か
附

山川
さ
れ
、

卜
川
市

て
は
、
軟
式
出
時
し
か

・rE
，
、，
a
t』
-

9

‘

会
1・
4
d
4
4
一旬

G
a
q，

こ
の

リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し

て

h

ト
・
，
年
戊
全
日
本
夫
岐
阜
川
軟
式
嵯
球
選

二

f

-

、
t

J

L

!

;
l

T
H
n
tp
f
ー
を

h

l
'
|

L

十

い

|

八

H
川
の

-H
問
、
山
川
村
低
球
コ

l
卜

的
年
三
片

、
駒
い
か
制
卜巾

で
、
使

っ
て

い
な
い
サ
イ
ロ
に

f
供
い
か
転
治
、
水
死

す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
か
発
生
し

ま
し
た
。

tmj 
d忌贋置E宮司I!""明 、

i悶;

老人、のための明るいまちづく ηを推進 、

するためこの看板が立てられました 。

h
一トl
三
年
4
4
会
始
め
の
お
題
は
J
町
し

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

歌
は
、
母

(
は
は

)
の
語
立

の
あ
る

言
葉
で
、
人
間
を
は
じ
め
生
命
の
あ
る

動
物
の
友
親
を
題
材
と
し
た
歌
に
限
リ

ま
す
。

〈
詠
進
要
領
〉

1
、
凶
作
の
4
4
で

一
人

一
前
、
ト
本
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

2
.

別
紙
は
、
沼
山
十
周
の
半
紙
に
、
も

本
て
白
壮
一
目
し

て
く
だ
さ
い
。

3
、
自
書
す
る
こ
と
が
て
き
な
い
場
合

は
代
筆
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
か
、
必

ず
田
町
出
を
壮
日
い
た
別
紙
を
添
え
て
く

だ
き
い
。

4

れ
e
a
f
へ
立
、
ド
氏

t
「

4

ソ
心
川
リ

こ
l

】

4

『

J
:

、

Lf
J
t

'
i
ー

ー

I

M
-

-

-

M

1

l

 

聞
い

て
七
平
副
に
お
題
と
秋
、
左
下

山
に
作
所
、
氏
中
h

A

干
名
・

ふ
リ
か

な
)
、
生
年
月

H
、

職

業

具

体

的

に
一
を
書
い
て
く
だ
き
い

え

マ
臼
年
度
老
齢
制

祉
年
金
支
払
九
月
六
日
か
ら

マ
臼
年
度
主
齢
年
金
(拠
出

)
は
九
月
が
支
払
月

マ

高

齢

者

敬

老

祝

令

(
祝

品

)

を

贈

呈

。

マ
全
日
本
実
業
団
軟
式
庭
球
選
子
権
大
会
会
場

へ
フ
ラ
ワ

ー
ポ

ソ
ト
の
飾
り
つ
け

(老
人
ク

ラ
ブ

)

《
各
地
の
行
事
》

マ
上
田
山
公
民
館

l
出
部
地
医
塩
出
史
跡
め
ぐ

マ
上
野
が
正
地
区

l
九
月
二
日
附
九
日
倒
ス
ポ

ー
ツ
教
主
ω

卜

一
川口
一刊
午
後

一
時
か
ら
第
五

中
学
校
で
寿
ス
ポ
ー
ツ
大
会
ο

マ
城
南
地
区

l
九
月
十

一
日
川
午
前
九
時
か
ら

第
四
中
学
校
で
寿
ス
ポ
ー
ツ
大
会
。

マ
届
出
公
民
館
H
H
塩
出
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
研
修

会

(総
会
)。

支
部
学
修
会

二ハ
ク
ラ
ブ

)

マ
川
西
公
民
館

l
健
康
相
談
。
俳
句
、
ワ
ラ
細

工
な
ど
の
講
習
会

(
瓦
文
部
)

V
老
人
出
祉

セ
ン
タ
ー

l
ゴ
ル
フ
大
会
υ

」
田
郵
便
局
て
は
、
ト

一
月
五
日
ま

で
の

予
定
で
事
務
本
の
改
修
仁
や
を
行

勺
て

い
ま
す
。

こ
の
則
聞
の
窓

口
事
務
は
、
川
口
同
州

側

(
袋

-
の
似
窓
口
て
取
り
扱
り
て
い

ま
す
。

ご
迷
惑
と
ニ
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

ま
た
、
阿
局
南
側
の
道
路
は

、
同
か

ら
い
泉
万
向

へ
の
一

万
通
行
て
す

の
で

自
家
用
車
句
)
利
用
の
万
は
こ
一
任
立
く
た

さ

い

。

一

ト

凶

鄭

便

M
-

H
H
H
H
MHH
H
M
M
H
t
 

ロ
ア
メ
シ
ロ
を

3

一

一

ぴ
き
残
ら
ず

一

一

退
治
し
よ
う
一

r

H

M
WH
M穴
M
代
以
代
M
W
H
M
W
Q代
M
円
以
代

つ一(i)一一一一昭和52年 9月1日 広 報

ー

、

老

人

を

い

た

わ

り

大

切

に

す

る

、

2
、

老

人

の

能

力

を

生

か

し

、

生

き

が

い

を

高

め

る

u

3
、

老

人

と

心

が

か

よ

う

ま

ち

づ

く

り

。

し
の
き
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

夏
の
疲
れ
を
い
や
し
、
健
康
に
注
意
し

て
明
る
い
毎
日
を
お
過
し
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
協
議
会
長

村
上
和
夫

(
推
進
協
議
委
員
会
委
員
)
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史

|同和問題を考える|

歴の

② 

落部
一
方
、
治
安
を
守
る
た
め
に
、
融
宵
祭

制
度
も
組
織
的
に
つ
く
り
上
げ
て
い
き

4+7fρ 

ま
し
た
。
町
奉
行
は
、
今
日
の
野
山
一
吊
署

持
政
判
所
て
、
こ
の
ド
に
作
備
や
牢
役

人
や
処
刑
人
と
し
て

、
エ
タ
」
の
人
た

ち
を
長
吏
と
し
て
使
い
ま
し
た
。

江
戸
中
期
に
な

っ
て
、
生
類
隣
令
の

よ
う
な
悪
法
も
出
た
り
、
幕
府
の
財
政

は
赤
字
つ
づ
き
で
、
重
税
や
凶
作
に
よ

っ
て
百
姓

一
按
が
続
発
し
ま
し
た
。
そ

の
百
姓
一
按
の
と
り
し
ず
め
や
処
刑
役

に
当
た
ら
せ
ら
れ
た
の
が
長
吏
臓
の
人

た
ち
で
し
た
。
長
吏
職
の
人
た
ち
は
、

も
と
は
皮
革
職
や
竹
細
工
、
わ
ら
細
工

な
ど
人
の
い
や
し
む
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
長
更
と
し
て
の
仕
事
か
ら
農

民
や
町
人
た
ち
か
ら
憎
ま
れ
る
よ
う
に

a
，
た
の
も
当
然
で
あ
り
ま
し

ょ
う
。

ぷ品川

の
削
減
は
、
こ
の
よ
う
な
政
策
に

ま
た
、
窮
乏
す
る
門市山川

のほ
町・併

の
判

よ

ゥ
て
つ
く
り
上
げ
ら
れ
ん
も
の
て
あ

い
千
で
あ
る
内
町
民
に
、
必
附
に
絶
付
に
る
と
い
う
こ
と
に
る
リ
ま
す

従
い
、
ど
ん
る
民
税
で
も
納
め
る
よ
う
わ
た
く
し
た
ち
は
、
封
建
体
制
維
持

に
し
む
け
る
た
め
、
役
人
の
一
番
低
い
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
こ
の
不
当
な
部

地
位

の
長
更
の

人

た

ち

の

身

分

を

農

孫

差

別

の

歴

史

に

一
日
も
早
く
終
止
符

工
・
商
よ
り
低
い
身
分
に
お
と
し
こ
ん
を
う
っ
て
、
真
の
民
主
主
義
社
会
の
建

て
見
下
げ
さ
せ
、
そ
し
て
、

一
卜
を
見
設
に
、
市
民
み
ん
な
が
力
を
あ
わ
せ
て

る
な
、
下
を
見
ろ
。

F
に
は
エ
タ
・
非
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
リ
ま
せ
ん
。

人
が
あ
る
ぞ
。

ど
ん
弘
に
年
貢
が
つ
ら
い
ま
ま
で
は
部
孫
の
成
り
立
ち
に
つ

く
て
も
あ
れ
よ
り
ま
し
で
は
な
い
か
」
い
て
ふ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

と
い
う
よ
う
に
巧
え
さ
せ
、
百
姓
な
ど
徳
川
幕
府
の
も
と
で
、
ま
す
ま
す
差
別

を
な
だ
め
る
と
共
に
、
相
反
目
す
る
よ
が
強
化
さ
れ
た
歴
史
と
差
別
か
ら
の
解

う
に
し
む
け
て
き
た
の
で
し
た
。
現
在
放
を
め
さ
す
動
き
が
起
き
る
、
幕
末
ま

に
お
け
る
部
落
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
で
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

F
X
f
f
f
f
f
f
r
v
v
?
?
?
?午
4
A
Y
γ
才
y

湯
原
寛
美
さ
ん

緑
が
丘

t

一
(
緑
が
丘
)
七

一

大
久
保
た
ま
い
さ
ん

緑
が
丘
一

(
新
屋
)
五
八

柳
沢
親
さ

ん
中
央
一

(
松
尾
町
)
七
六

細
田
柾
代
さ
ん

中
央
四

(新
国
)
六
三

中
林
マ
ス
さ
ん中

央
二

(
北
常
国

)
八
四

溝

口

ま

さ

子

さ

ん

岩

下

六

四

坂
井
和
子
さ
ん常

国
二

坂
口
幸
子
さ
ん

工
藤
善
一
さ
ん

窪
田
保
男
さ
ん

古
平
操
子
さ
ん

田
中
三
千
雄
さ
ん

えつ報広臥
耐

胞
脚

ロ
使

議

山
崎
た
つ
の
さ
ん

貯

臼

沢

茂

雄

さ

ん

一

川

上

て
る
よ
さ
ん

一

大

手

二

(
大
手
町
)
八
二

一

小

池

た
つ
き
ん

一

天
神

一
(
北
天
神
町
)
七
二

号

中

沢

や

よ

い

さ

ん

千

曲

町

五

四

川

柳

沢

寿

司

、

子

さ

ん

御

所

七

六

第

田

原

健

治

さ

ん

三

好

町

七

三

，

石
巻
鋲
雄
さ
ん (七

月
三
十

一
日
現
在
)

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

吉下

回堀

七七
O 九

中
央
二
(
下
紺
屋
町
)
七
五

佐
川
し
な

さ

ん

梅

が

丘

六

七

清

水

信

男

さ

ん

金

剛

寺

四

七

小
出
志
げ
よ
さ
ん

吉

田

六

五

告
内
主
固
さ
ん中

央
北
二

(新
国
)
八
四

鶴

田

文

男

さ

ん

桜

台

四

九

石
村
砲
さ
ん

中
央
北
二
(
新
田
)
七
九

横
尾
利
信
さ
ん中

央
五

(
下
房
山
)
七
二

長
谷
川
宗
平
さ
ん

常
国
二

(
中
常
国

)
五
八

大
日
方
ト
ヨ
さ
ん踏

入
二

(
踏
入

)
七
五

井

出

つ

る

さ

ん

笹

井

五

九

林

重

徳

さ

ん

諏

訪

形

六

七

消

水

令

さ

ん

畑

山

九

一

植
木
信
治
さ

ん
天
神
四

(
北
天
神
町
)
七
回

長
岡
明
さ
ん

中
央
三
(
馬
場
町
)
二

四

宮

崎

ふ

み

よ

さ

ん

神

畑

七

O

荒
井
ゑ
ま
の
さ

ん
中
央
三

(馬
場
町
)
八
九

長
谷
川
正

徳

さ

ん

岩

下

五

七

溝

口

幸

次

さ

ん

久

保

林

六

四

小
林
き
と
さ
ん中

央
東

(
上
川
原
)
七
四

山
崎

博

さ

ん

神

科

山
口

四

O

松
田
政
雄
さ
ん中

央
二

(
北
常
国

)
六
三

佐
繰
聞
は
三
さ

ん緑
が
丘
一
(
新
屋
)
四
八

大
久
保
光
次
さ
ん

中
央
五

(
上
川
原

)

(中
常
国

)
五
五

院

内

六

二

諏

訪

形

三

九

諏

訪

形

六

九

小

泉

六

三

小

泉

七

一

九

H6日

引

ilL

、心と

3 

7 

ハ他
川
パ
恥
山
川
は
、
身
分
制
皮
を
成
hH-
さ

せ
る
と
、
ま
す
ま
寸
そ
の
リ
点
制
を
峨
化

し、

身
分

の
ち
が
い
を
は

っ
き
り
さ
せ

る
こ
と
に
、
王
力
を
そ
そ
き
ま
す
こ
れ

は
た
だ
の
被
差
別
部
活
に
刈
す
る
改
策

ば
か

り
で
な
く
、
農
民
に
対
し
て
も
そ

う
で
し
た
。

た
と
、
え
ば
、
今
か
ら
約
三

O
O
年
前

上
回
漆
主
の
出
し
た
改
令
の
中
に

「
行

姓
は
、
武
士
に
対
し
て
無
礼
な
こ
と
を

し
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
、
道
を
歩
い

て
い
る
と
き
、
武
士
を
見
か
け
た
ら
ば

遠
く
の
方
か
ら
か
よ
り
も
の
を
と

っ
て

道
端
に
う
ず
く
ま

っ
て
い

る
こ
と
」

な
ど
と
い
う
お
ふ
れ
を
出
し
て
い
ま
す
。

r
u
H
Y
 

下
室
賀

小
井
田

下

郷

赤

坂
下
之
郷

院

内
石

神

下
本
郷

新

町
奈
良
尾

下
之
郷

十

人

五

加

上
小
島

中

組

五

加

酋
前
山

山
崎
源
喜
さ
ん

久
保
田
利
三
郎
さ
ん

上
原
太
郎
さ
ん

宮
下
き
み
よ
さ
ん

南
波
で
ん
さ
ん

武
田
た
け
さ
ん

皆
瀬
新
さ
ん

森
昭
治
き
ん

松
尾
け
さ
江
さ
ん

水
出
六
合
雄
さ
ん

斉
藤
甲
子
さ
ん

小
林
は

つ
み
さ
ん

高
野
清
居
さ
ん

幸
田
キ
ミ
ヨ
さ
ん

小
山
と
み
よ
さ
ん

児
玉
か
ね
さ
ん

柳
沢
他
さ
ん

六七 七六六八六四三四六八九四七ろ八
九七 四 三 八三四六九一一 九 0 0六ニー
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